
今回のフレンド

世 界 の 仲 間 た ち

Your Friendly Neighbors

ゆかいな

　日本人の夫と結婚し、２０１８年から丹原に住ん
でいます。初めて夫の家に来た日を今でも鮮明
に覚えています。近くに山々が続いており、山
の緑や田んぼ、澄んだ水が絶え間なく流れる用
水路、そしてトラックが畑の中まで入ることが
できる農道に感銘を受けました。絵のように美
しい景色と新鮮な空気が、新婦の私を勇気づけ
てくれました。夫の家族は、米や小麦、アスパ
ラガスなどの季節の野菜を栽培する農業で暮ら
しています。私はできるだけ毎日手伝いながら、
少しずつ学んでいます。母国ベトナムの友だち
に「西条に住むのは大丈夫？」とよく聞かれま
す。故郷ベトナムのにぎやかな都市での自由な
生活と、日本の小さな町で結婚して子どもと過
ごす生活を比べることはできません。

　私は、この町に住めることに感謝しています。
西条では毎日新鮮な空気を吸うことができ、や
らなければならないことがたくさんあるので、
退屈することもありません。夫の畑で収穫した
お米や義母の庭で採れた新鮮な野菜、濃厚でお
いしい季節の果物を食べることもできます。夫
の家族や日本語の先生、娘の幼稚園の先生や近
所の方など、ここで出会った全ての方に感謝し
ています。皆さんのおかげで、ここでの生活に
慣れ、好きになることができました。文化やラ
イフスタイルの違いによる戸惑いなど、困難が
まだたくさんありますが、お互いに分かり合う
ことで、より有意義で幸せな人生につながると
信じています。私は、今の幸せを家族や母国の
友人などと分かち合いたいと思います。

私のささやかな幸せ

（左）西条在住のベトナム出身
の皆さんと　（中）紺屋町の餅
つき大会に参加し、日本文化を
体験　（右）娘と八堂山の桜並
木を一緒にお散歩
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佐伯ランさん

ベトナム出身、農家手伝い
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